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一端とらえた   

泥
沼
イ
ラ
ク
に
別
世
界
 
 
 

妨
 

「
天
地
創
造
」
状
態
と
も
害
わ
れ
 
 

て
お
り
、
銀
河
形
成
の
解
明
に
役
 
 

立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
 
 
 

京
都
で
開
か
れ
た
「
す
ぎ
く
」
 
 

関
連
の
国
際
会
議
で
、
鶴
助
教
授
 
 

（
Ⅹ
線
天
文
学
）
と
、
す
ぎ
く
研
究
 
 

北
斗
七
星
が
あ
る
「
お
お
ぐ
ま
 
 

座
」
近
く
の
M
8
2
銀
河
で
約
2
千
 
 

万
年
前
、
恒
星
の
一
生
の
最
後
で
 
 

あ
る
超
新
星
爆
発
が
約
1
万
回
連
 
 

続
し
て
起
き
、
巨
大
な
プ
ラ
ズ
マ
 
 

の
塊
が
帽
子
の
よ
う
に
飛
び
出
し
 
 

て
い
る
横
手
＝
写
真
は
合
成
、
鶴
 
 

剛
こ
辰
大
助
教
理
捷
供
＝
を
、
日
 
 

安
定
し
た
治
安
、
流
れ
込
 
 

む
資
本
や
家
電
製
品
－
。
 
 

イ
ラ
ク
北
部
の
ク
ル
ド
地
域
 
 

に
は
、
宗
派
対
立
の
泥
沼
化
 
 

で
血
の
に
お
い
の
絶
え
な
い
 
 

バ
グ
ダ
ッ
ド
と
は
別
世
界
が
 
 

広
が
っ
て
い
た
。
北
部
3
州
 
 

で
つ
く
る
ク
ル
ド
地
域
政
府
 
 

は
、
さ
ら
に
「
領
土
」
の
拡
大
 
 

や
石
油
資
源
の
確
保
に
着
々
 
 

と
手
を
打
つ
」
国
な
き
民
」
 
 

と
呼
ば
れ
る
ク
ル
ド
人
に
と
 
 

っ
て
、
悲
願
の
「
独
立
国
家
」
 
 

を
事
実
上
勝
ち
取
っ
た
か
に
 
 

見
え
る
が
、
中
央
政
府
と
の
 
 

あ
つ
れ
き
や
、
貧
富
の
格
差
 
 

な
ど
苦
悩
も
見
え
た
。
 
 

（
イ
ラ
ク
北
東
部
ハ
ナ
キ
ン
 
 

Ⅹ
線
衛
星
「
す
ぎ
く
」
が
と
 
 

た
。
M
蛇
銀
河
の
内
部
は
 
 ビール手に昼食  M82銀河、1万国の超新屋爆発  

グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。
こ
の
プ
 
 

ラ
ズ
マ
は
「
M
8
2
の
帽
子
」
と
呼
 
 

ば
れ
、
M
紀
銀
河
か
ら
約
3
万
8
 
 

エ
元
年
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 
 
 

長
さ
は
約
1
万
2
千
光
年
で
幅
 
 

は
約
3
千
光
年
と
、
ほ
ぼ
銀
河
並
 
 

み
の
大
き
さ
。
こ
れ
ま
で
は
っ
き
 
 

り
と
姿
を
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
 
 

が
、
「
す
ぎ
く
」
の
Ⅹ
続
載
測
に
 
 

よ
っ
て
、
温
度
が
約
7
0
0
万
虔
 
 

で
、
内
部
に
酸
素
や
ネ
オ
ン
、
マ
 
 

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ケ
イ
素
な
ど
、
超
 
 

新
星
爆
発
で
つ
く
ら
れ
る
元
素
が
 
 

大
王
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
 
 

か
っ
た
。
鶴
助
教
授
は
、
「
M
8
2
 
 

銀
河
は
現
在
も
精
勤
を
継
続
し
て
 
 

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
大
爆
発
が
起
 
 

き
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 

プラズマ 担高温下で元素が  
の
山
々
を
い
た
だ
く
北
部
3
 
 

州
か
ら
南
に
3
0
㌔
ほ
ど
離
れ
 
 

た
平
野
部
に
、
人
口
約
1
5
万
 
 

の
町
ハ
ナ
キ
ン
が
あ
る
。
ク
 
 

ル
ド
勢
力
が
、
人
口
の
8
割
 
 

プラスの電気を帯びたイ  

オンと、負の電気を持っ  
た電子にばらばらに分か  

雪
に
覆
わ
れ
た
3
千
㍍
扱
M
 
 

野  

れて存在している状態。固体、液  
体、気体に次ぐ物質の第4の状  
態とも呼ばれる。地球上には稲  
妻やオーロラなどの例がある。  

一
品
、
米
映
画
の
海
賊
版
D
V
 
 

ぷ
朋
畢
 
 

を
占
め
る
多
数
派
の
ア
ラ
ブ
 
 

人
と
相
対
す
る
重
刑
線
だ
。
 
 
 

だ
が
、
衝
に
緊
張
感
は
な
 
 

い
。
昼
飯
時
、
羊
肉
料
理
を
 
 

食
べ
終
わ
っ
た
ク
ル
ド
人
の
 
 

努
た
ち
が
輸
入
ピ
ー
ル
を
楽
 
 

し
ん
で
い
た
。
戒
律
に
厳
格
 
 

な
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
が
広
 
 

が
り
、
滑
店
が
次
々
と
爆
破
 
 

さ
れ
た
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
は
考
 
 

え
ら
れ
な
い
自
由
さ
だ
。
 
 
 

市
場
に
は
、
地
元
の
新
鮮
 
 

な
野
菜
や
、
隣
国
イ
ラ
ン
か
 
 

ら
入
る
生
活
物
資
や
家
電
製
 
 

イ
㌍
髭
銅
悶
∽
一
関
開
銅
酢
関
頭
銅
錮
机
鏑
謂
 
 

レ
 
 

選
 
 

院
 
 

参
 
 叫

．
 
t
や
∴
∵
】
 
惑
d
パ
研
削
 

′
 
 
 

首
相
「
私
が
候
補
決
め
る
」
 
 

自
民
執
行
部
に
調
整
促
す
 
 
 

「
今
チ
ャ
ー
ズ
・
ベ
ス
ト
農
写
 
 

日
成
J
．
其
コ
ン
テ
ス
上
に
初
応
募
し
た
 
 
 

D
ま
で
モ
ろ
う
。
黒
い
ペ
ー
 
 

ル
で
体
を
包
ん
だ
女
性
と
女
 
 

の
子
が
某
子
を
買
い
込
ん
で
 
 

い
た
。
 
 
 

0
3
年
に
フ
セ
イ
ン
政
楕
が
 
 

崩
壊
す
る
前
、
こ
こ
は
ア
ラ
 
 

ブ
人
の
町
だ
っ
た
。
旧
政
権
 
 

は
、
7
0
年
代
か
ら
十
数
万
人
 
 

の
ク
ル
ド
人
を
追
放
し
、
ア
 
 

ラ
ブ
化
政
策
を
進
め
た
。
 
 
 

米
軍
が
旧
政
権
を
倒
し
た
 
 

0
3
年
4
月
、
ク
ル
ド
民
兵
組
 
 

織
「
ペ
シ
ュ
メ
ル
ガ
」
が
侵
 
 

攻
し
、
町
を
奪
還
。
ア
ラ
ブ
 
 

人
5
万
人
が
追
い
だ
さ
れ
、
 
 

作
品
が
、
杓
1
万
2
千
点
か
ら
グ
 
 

ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
。
 
 

長
野
県
山
ノ
内
町
の
公
園
「
地
 
 

獄
谷
野
猿
公
苑
」
は
、
温
泉
に
集
 
 

ま
る
猿
が
人
気
を
呼
び
、
年
間
1
0
 
 

雪
の
中
を
歩
く
母
親
と
お
な
か
 
 

に
し
が
み
つ
く
子
供
が
、
ま
っ
す
 
 

ぐ
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
。
去
年
1
 
 

月
の
こ
と
。
餌
付
け
を
し
て
い
る
 
 

ニ
ホ
ン
ザ
ル
親
子
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
 
 

で
切
り
取
っ
た
。
世
界
の
写
真
家
 
 

が
出
品
し
、
米
国
最
甘
同
峰
の
自
然
 
 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と
も
言
わ
れ
る
 
 

「
こ
こ
は
石
油
の
海
に
浮
 
 

か
ぷ
土
地
で
す
」
 
 
 

ハ
ナ
キ
ン
の
ハ
ッ
サ
ン
市
 
 

讃
J
′
ゴ
∫
し
∵
．
1
▲
1
ト
＝
ぐ
∵
、
‥
1
 

代
わ
っ
て
ク
ル
ド
人
7
万
5
 
 

千
人
が
帰
っ
て
き
た
。
 
 
 

町
の
治
安
は
今
、
ペ
シ
ュ
 
 

メ
ル
ガ
が
担
う
。
表
向
き
は
 
 

イ
ラ
ク
治
安
部
隊
に
統
合
さ
 
 

れ
、
イ
ラ
ク
国
防
背
か
ら
制
 
 

服
と
給
与
が
支
給
さ
れ
る
 
 

が
、
地
域
政
府
か
ら
追
加
給
 
 

燃
料
不
足
独
白
に
新
油
田
 
 

米
自
然
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
●
フ
ン
フ
リ
受
賞
の
梼
公
園
職
員
 
 

は
ぎ
わ
ら
と
し
お
 
 

萩
 
原
 
敏
 
夫
さ
ん
（
些
 
 

万
人
が
訪
れ
る
。
専
門
学
校
を
卒
 
 

業
し
た
8
4
年
子
供
の
頃
か
ら
遊
 
 

び
に
果
て
い
た
同
園
に
就
職
し
 
 

た
。
「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
よ
り
も
、
 
 

自
然
に
触
れ
ら
れ
る
ほ
う
が
い
 
 

い
」
。
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
 
 
 

同
園
は
年
中
無
休
。
深
い
雪
の
 
 

積
も
る
冬
に
も
、
毎
日
の
よ
う
に
 
 

温
泉
の
脇
に
陣
取
っ
て
エ
サ
を
や
 
 

る
。
子
猿
の
成
長
を
見
守
り
、
老
 
 

漬
の
死
を
見
届
け
る
。
自
分
の
家
 
 

族
よ
り
長
い
時
間
を
過
ご
す
う
 
 

ち
、
約
2
0
0
匹
の
房
や
癖
を
覚
 
 

え
、
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
 
 

学
生
時
代
か
ら
趣
味
だ
っ
た
カ
 
 

長
（
聖
に
よ
る
と
、
一
帯
に
 
 

は
2
0
基
の
油
井
が
あ
る
。
と
 
 

こ
ろ
が
町
は
深
刻
な
燃
料
不
 
 

足
で
、
道
路
脇
に
は
イ
ラ
ン
 
 

か
ら
輸
入
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
 
 

の
容
器
が
並
び
、
1
㍍
l
㌦
 
 

と
日
本
並
み
の
価
格
で
売
ら
 
 

れ
て
い
た
。
 
 
 

イ
ラ
ク
戦
争
中
の
破
壊
で
 
 

与
を
受
け
取
り
、
通
信
は
ク
 
 

ル
ド
誇
で
行
う
。
 
 
 

幹
線
道
路
に
は
何
重
も
の
 
 

検
問
所
を
設
置
。
入
っ
て
く
 
 

る
ア
ラ
ブ
人
は
、
身
分
証
だ
 
 

け
で
は
な
く
、
ク
ル
ド
人
の
 
 

身
元
引
受
人
の
捷
示
が
必
要
 
 

で
、
ま
る
で
「
国
境
」
だ
。
 
 
 

に
つ
い
て
「
当
然
、
私
が
責
 
 

任
を
持
っ
て
候
補
者
を
決
め
 
 

て
い
く
。
公
認
に
あ
た
っ
て
 
 

膠
て
る
候
補
、
支
持
を
得
ら
 
 

れ
る
候
補
か
を
常
に
念
頭
に
 
 

選
ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
。
 
 

選
考
の
最
終
責
任
を
自
ら
が
 
 

メ
ラ
を
本
気
で
握
り
始
め
た
の
 
 

は
、
0
1
年
の
こ
と
だ
。
猥
の
頒
影
 
 

に
毎
月
通
っ
て
来
て
い
た
写
真
家
 
 

が
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
家
 
 

族
ぐ
る
み
で
つ
き
あ
っ
て
い
た
兄
 
 

貴
分
。
「
遺
志
を
継
げ
た
ら
」
。
 
 

彼
を
見
な
が
ら
学
ん
だ
、
撮
影
の
 
 

狙
い
や
技
術
に
磨
き
を
か
け
た
。
 
 

猥
た
ち
の
動
き
は
誰
よ
り
も
わ
か
 
 

っ
て
い
る
。
絵
に
な
る
瞬
間
を
少
 
 

し
ず
つ
撮
り
た
め
た
。
 
 

受
賞
作
は
「
兄
貴
分
」
の
形
見
 
 

の
レ
ン
ズ
で
写
し
た
一
枚
だ
っ
 
 

た
。
 
 
文
・
写
真
野
口
 
陽
 
 

稼
働
中
は
6
、
7
基
。
旧
政
 
 

椎
の
ア
ラ
ブ
重
菜
の
た
め
 
 

地
元
に
石
油
精
製
施
設
が
な
 
 

く
、
1
日
5
万
5
千
研
レ
の
生
 
 

産
量
す
べ
て
が
、
バ
グ
ダ
ッ
 
 

ド
の
製
油
所
に
送
ら
れ
る
。
 
 
 

イ
ラ
ク
北
部
の
各
地
に
は
 
 

未
開
発
の
膨
大
な
原
油
が
眠
 
 

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
 
 

ク
ル
ド
旗
を
掲
げ
た
執
務
 
 

室
で
、
現
地
淵
安
部
隊
の
ア
 
 

ブ
マ
ド
副
隊
長
（
朗
）
が
誇
っ
 
 

た
。
「
米
軍
は
週
に
1
度
、
 
 

状
況
確
認
に
来
る
だ
け
で
部
 
 

隊
も
い
な
い
。
我
々
が
独
力
 
 

で
町
を
守
っ
て
い
る
」
 
 
 

0
5
年
1
1
月
に
9
5
人
が
死
亡
 
 

し
た
自
爆
テ
ロ
以
来
、
テ
ロ
 
 

は
な
い
。
最
近
も
「
偵
察
」
 
 

に
来
た
シ
リ
ア
人
と
ア
フ
ガ
 
 

ニ
ス
タ
ン
人
を
、
町
の
入
り
 
 

口
で
拘
束
し
た
。
 
 
 

ク
ル
ド
地
域
政
府
は
、
ハ
 
 

負
う
と
強
調
す
る
こ
と
で
、
 
 

抵
抗
の
強
い
参
院
側
と
の
調
 
 

整
を
党
執
行
部
に
急
が
せ
る
 
 

考
え
を
示
し
た
も
の
だ
。
マ
 
 

ニ
ラ
市
内
の
ホ
テ
ル
で
記
者
 
 

団
に
誇
っ
た
。
 
 

骨
相
は
公
認
候
補
に
つ
い
 
 

ク
ル
ド
全
域
が
、
同
じ
苦
境
 
 

に
陥
っ
て
い
る
。
発
電
は
水
 
 

力
し
か
な
く
、
主
要
都
市
の
 
 

ス
レ
イ
マ
ニ
ア
で
さ
え
通
電
 
 

は
1
日
2
、
3
時
間
だ
。
 
 
 

打
開
策
と
し
て
、
地
域
政
 
 

府
は
1
1
月
、
混
乱
で
行
政
能
 
 

力
が
マ
ヒ
し
た
中
天
政
府
を
 
 

通
さ
す
、
独
自
に
石
油
開
発
 
 

ナ
キ
ン
な
ど
北
部
3
州
に
隣
 
 

摸
す
る
地
域
で
、
旧
腰
椎
に
 
 

よ
っ
て
ア
ラ
ブ
帯
州
に
強
制
 
 

構
入
さ
れ
た
地
域
の
「
ク
ル
 
 

ド
化
」
を
進
め
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
係
争
地
の
帰
属
 
 

を
決
め
る
住
民
投
票
が
、
0
7
 
 

年
1
1
月
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
 
 

い
る
。
ア
ラ
ブ
側
が
絶
対
死
 
 

守
を
叫
ぷ
石
油
の
要
衝
キ
ル
 
 

ク
ー
ク
を
除
き
、
い
ず
れ
も
 
 

ク
ル
ド
人
口
が
9
割
近
く
に
 
 

達
し
て
お
り
、
復
帰
は
確
実
 
 

視
さ
れ
て
い
る
。
 
 

て
「
ベ
ス
ト
の
候
補
者
だ
と
 
 

自
信
を
持
っ
て
公
認
を
決
め
 
 

な
い
と
い
け
な
い
。
地
元
の
 
 

状
況
等
も
あ
る
が
、
執
行
部
 
 

が
厳
選
し
て
い
く
と
唇
っ
」
 
 

と
述
べ
、
候
補
者
の
差
し
替
 
 

え
に
含
み
を
持
た
せ
た
。
 
 
 

ま
た
、
郵
政
民
営
化
に
反
 
 

対
し
て
自
民
党
を
離
芳
し
、
J
 
 

昨
年
の
輪
選
挙
で
落
選
し
た
 
 

前
議
長
の
復
党
に
つ
い
て
、
 
 

北
朝
鮮
核
計
画
 
 
 

日
比
「
放
棄
を
」
 
 

首
脳
会
談
で
声
明
 
 
 

【
マ
ニ
ラ
＝
友
野
賀
世
】
 
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
公
式
訪
問
し
 
 

て
い
る
安
倍
首
相
は
9
日
、
 
 

ア
ロ
ヨ
大
統
領
と
会
談
し
 
 

た
。
両
首
脳
は
北
朝
鮮
の
ミ
 
 

サ
イ
ル
発
射
と
核
実
験
を
非
 
 

難
し
、
す
べ
て
の
核
兵
器
と
 
 

既
存
の
核
計
画
の
放
棄
を
求
 
 

め
る
こ
と
や
、
ニ
国
間
の
協
 
 

力
促
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
 
 

共
同
声
明
に
署
名
し
た
。
 
 

・
声
明
で
は
北
朝
鮮
に
対
 
 

を
進
め
る
「
天
然
資
源
法
 
 

集
」
を
墾
に
提
出
し
た
。
 
 
 

イ
ラ
ク
憲
法
に
「
す
で
に
 
 

開
発
さ
れ
た
油
田
は
、
中
天
 
 

政
府
が
管
理
す
る
」
と
の
窺
 
 

定
が
あ
る
。
地
域
政
府
は
、
 
 

こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
「
新
 
 

規
開
発
分
は
地
域
政
府
の
も
 
 

の
」
と
解
釈
し
、
そ
の
利
益
 
 

の
独
占
を
狙
っ
て
い
る
。
 
 
 

実
は
、
す
で
に
ノ
ル
ウ
ェ
 
 

ー
や
ト
ル
コ
、
米
ト
ル
コ
合
 
 

弁
企
業
と
独
白
に
契
約
し
、
 
 

新
油
田
の
開
発
に
成
功
し
て
 
 

い
る
。
ト
ル
コ
企
業
の
現
地
 
 

賛
住
着
エ
ル
ダ
ー
ル
氏
は
 
 

「
政
府
の
許
可
が
出
れ
ば
、
 
 

す
ぐ
に
操
業
を
始
め
ら
れ
 
 

る
」
と
い
う
。
 
 
 

イ
ラ
ク
石
油
省
は
「
勝
手
 
 

な
開
発
薬
約
は
無
効
だ
」
と
 
 

猛
反
発
。
ク
ル
ド
側
は
「
新
 
 

目
楷
す
」
 
（
ク
ル
ド
議
会
の
 
 

ジ
ャ
ン
パ
ズ
議
員
）
姿
勢
だ
 
 

が
、
交
渉
は
続
い
て
い
る
。
 
 

首
相
は
「
落
選
し
た
人
は
国
 
 

会
で
意
思
表
明
で
き
な
い
 
 

が
、
（
復
党
の
た
め
の
）
原
 
 

則
に
同
意
し
て
も
ら
わ
な
い
 
 

と
い
け
な
い
し
、
選
挙
区
の
 
 

事
情
も
あ
る
。
個
々
の
ケ
ー
 
 

ス
を
見
な
い
と
い
け
な
い
」
 
 

と
語
っ
た
。
個
別
の
選
挙
区
 
 

を
め
ぐ
る
具
体
的
な
調
整
は
 
 

党
執
行
部
に
任
せ
る
考
え
も
 
 

示
し
た
。
 
 

し
、
核
放
棄
を
う
た
っ
た
昨
 
 

年
9
月
の
6
者
協
議
共
同
声
 
 

明
な
ど
の
完
全
実
施
の
た
め
 
 

「
具
体
的
か
つ
効
果
的
な
措
 
 

置
」
を
と
る
こ
と
や
、
拉
致
 
 

問
題
を
含
む
「
国
際
社
会
の
 
 

安
全
保
障
や
人
道
上
の
懸
 
 

念
」
へ
の
対
応
を
求
臥
た
。
 
 
 

ま
た
、
両
国
の
経
済
連
携
 
 

協
定
が
発
効
す
れ
ば
フ
ィ
リ
 
 

ピ
ン
の
看
護
師
や
介
護
士
が
 
 

日
本
で
働
け
る
よ
う
に
な
る
 
 

た
め
、
日
本
語
教
育
の
支
援
 
 

策
と
し
て
教
材
の
提
供
や
教
 
 

師
の
養
成
計
画
開
始
な
ど
も
 
 

盛
り
込
ん
だ
。
 
 

【
H
‖
】
■
－
 
 

壷
鰯
馴
粥
開
削
成
果
主
義
が
 
 

訂
ぺ
て
l
ま
一
 
 
 ■ 〉 L  二二二＝＝＝＝＝≡tr心踵】卿魔の参拝は  


